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はじめに
木という素材を縦軸として、デザインを取り巻く状況
を調査、研究することによって単に産業活動としてのデ
ザインにとどまらず、人間の活動と自然環境との関わり
によって生まれた歴史、文化、技術等力ず地球の環境とど
う関わってきたかを学ぶことができます。人間の活動が
地球の環境に大きな影響を与えてきたという事実。また
この環境が無ければ人間の活動も成り立たないという現
実。このような状況下における現状認識と発想を断片的
に考察し、デザイン活動においてどのように具現化され
ているかを紹介いたします。木とデザインとの関わりが、
環境と人間活動との関わりという地球環境問題へのひと
つの突破口であることを確信しています。
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l断片的考察
はじめに森ありき
人類の誕生のために樹上生活を支えた森。人類が最初
に利用したエネルギーの供給源としての森。狩猟生活の
ための動物を支えた森林。農耕のための肥沃な大地を
造った森。このように人類の活動は森なしでは語ること
が出来ません。
雑木林
雑多な木力ざ生えそろった雑木林が僕は好きだ。それは
雑多な民族、文化が入り交じった地球の環境と似ている。
一つだけ違う点力㎡ある。それは、雑木林は太陽のエネル
ギーを蓄積し生育環境を維持しているのである。
何故、木なのか
それは、人は何故山に登るのかという質問と似ている。
そこに木が在るから。しかしその木の中に人間の活動の
すべてが関わってきたという事実を認めざるを得ないの
だ。故に木を知るということは人間の活動の歴史そのも
のを学ぶことに通じる。
現代と過去をつなぐ
法隆寺の棟木にこの手で触れたことが在ります。今か
ら数百年もの昔の木はそのときの人間の仕事、道具の使
い方を現代に生きる僕に雄弁に語りかけてくれます。そ
のとき歴史の中の法隆寺が現実のものとなったのです。
つまり現代の仕事も未来へつな力ざる可能性も秘められて
いる。
環境保全と破壊の狭間のなかで
人類のもとめる繁栄とは一体何でしょうか。地球とい
う豐かな環境を破壊することによって人類は繁栄を手に
してきました。しかし人類は数万年にわたってこの地球
の環境と共存してきた歴史をもっています。環境を保全
しなカボらの繁栄の道を探さなくてはなりません。
環境と人間の活動
環境という自然のもつ自浄能力と人間の活動による環
境破壊力とのバランスが崩れ去ったとき、いずれかが滅
んでいきます。全ての人間の活動はその活動によって生
じる問題点の補正に務めなければなりません。
'｣､さな経済、豐かな社会
たとえば江戸時代、人々は古着をまとい、道具や家具
は修理をして使い、古材を使い森を保護しました。不自
由だけれど小さな経済はリサイクルがあたりまえ、豐か
な自然環境は豐かな文化を咲かせました。
工房と自力建設
デザインを具現化するための工房が在ります。この工
房は自分のデザインを具現化するための方法として自力
建設によって建築されました。自由な発想、デザインは、
技術、能力、時間、経済といった現実の諸条件によって
ゆがめられてしまいます。自力建設はこのような状況を
認識し、問題解決の手段を学ぶこと力:できます。
初めに鉄ありき
技術史からみると、木の加工は鉄の道具の登場によっ
て飛躍的に発達している。した力訂って木材加工技術は鉄
の加工技術なしでは語ることが出来ない。しかも現代で
は道具は機械となりエネルギーがなければただの鉄屑に
すぎない。
古い素材、新しい素材
地球上の素材と呼ばれるものは、その発見と技術の差
によってのみ新旧が決められている。本質的には宇宙の
誕生に起源をI向lじくしている。ただし植物、動物等の有
機物は太陽のエネルギーをそれぞれ直接、間接的に個体
化した素材である。
人間の手技
人間の手技は能力、筋力、精神力といった肉体に起因
する力が道具を生み出し、その道具ｶ：また人間の能力を
刺激し、新しい道具を生み出してきた。しかし機械の発
明とエネルギーの革命及び経済の発達によって本来人間
の持っている肉体に起因する能力を失いつつある。
木の家具
木の家具は道具としての家具を具現化している。人間
にとって身近で加工し易い素材は世界中で道具として古
くから使われてきた。その歴史のなかで培われた文化、
技術は時代をこえた表現ﾉJを持ち合わせている。
木の建築
木の建築素材として、あるいは昌l1資材として現代も多
くの建築と関わっている。時代を越えた素材として、自
然の生態系からのみ産出される素材として、建築という
人間の活動行為と深く関わっている。
未来の木
木はこの地球の環境をつくり、人間の活動を支えてき
ました。木の存在なくして人間の活動の歴史を語れませ
ん。同時に木の存在無くして人類の未来もありません。
木の存在は未来の地球環境にとって不可欠なものです。
木とコンピューター
コンピューターは人間の科学力カゴ作り上げた道具のな
かで、最も進化したもののひとつです。木は自然が作り
出した植物のなかで、最も進化した種です。最大の相違
点としてコンピューターは環境の破壊とエネルギー消費
のうえに成り立っているのに対し、木は地球環境の創造
と保全のシステムをもっているということです。
I玉l産材と輸入材
木という素材をその産地のみによって評価する時代は
おわりました。産出量と需要による国際的な市場経済の
発達は人間の判断基準を狂わせてしまいました。その木
のおかれている環境、状況によって判断すべきなのです
木とデザイン
建築とインテリア、家具のデザインが一体となってき
たのが、日本における住居の歴史だという見方がありま
す。その過程において、座面は畳や板、敷物によって床
と一体となり、玄関で靴をぬぐという習慣力叡生れました。
このことが日本のインテリアの特異性を象徴しています。
また以下のような特徴をあげることカゴできます。
l狭小な多機能多用途空間の誕生。
2建築構造を利用した収納、間仕切の発達。
3木という素材を豊富に使用できたため、建築とイン
テリアの一体化が進行。
4座式の生活様式の定着。
5建築モジュールの発達。
しかし、近代の日本では、西欧社会の生活様式の影響
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をうけて、居食住にわたって合理的、機能的な、生活に
あこがれ、その生活スタイルを受け入れてきました。し
かし単にスタイルを追い求めるデザインは私にとってそ
の存在価値をみいだすことができません。異なった文化、
歴史、伝統を結ぶキーワードを捜し求めていた私は木と
いう素材に着目しました。その特徴として次のようなこ
とをあげることができます。
1建築、インテリア、家具をつなぎ合わせる材料であ
る。
2取扱方しだいでは数百年にわたって使用できること
が実証されている。
3地球に降り注いでいる太陽エネルギーを固体化でき
る素材のひとつである。
4人類の歴史、文化、伝統を支えてきた材料のひとつ
である。
5汎用性に富んだ素材である。
6人間の手によって加工しやすい素材のひとつである。
もちろん弱点もあります。燃える、腐る、ばらつきが
ある。しかしこれらの弱点をさしひいてもあまりある魅
力が木にはあります。単なる素材を越えた存在を感じま
す。木をとおして地球の環境、人類の英知、生命の存在
等様々なことを学んできました。私の活動は小さな工房
を建てることからはじまりました。しかし、ものを作る
以上に木と、木を取り巻く状況や環境から学ぶことのほ
うが多かったように思われます。作るという現場に身を
おきながらデザインという人間の作為をどんなに行使し
ても木という存在を越えられない現実。それはこの地球
で生まれ育った人類の活動は地球の存在を越えられない
ということを物語っています。
創造と保存と破壊の状況下におけるモノの存在のより
どころを追い求める作業はこの地上で成り立つ構造、か
たちの意味を先人たちの仕事に学び、20世紀に生きる
私の仕事を次世代へのメッセージとしたいと願っている。
つまり私は、日本という地域性と木を取り巻く状況を
ベースにした情報を解体、再構成する作業をデザインと
称し発想の拠り所としている。
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2活動（個展）
1会場風景
2レストランのためのアームチェア
楢材藤
W600D460H800SH420
木とデザインとの出会い､そして今。・・・1992
会場スペースプリズムデザイナーズギャラリー
写真詫間喬夫
3座十アームの椅子
楢材
W580D530H800SH420
4座十台の椅子
楢材
W500D530H800 SH400
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5板十脚テーブル
栃材
W1800D450H450
6座･脚の椅子
古材楢材
W600D600H650SH350
7座十脚のベンチ
古材楢材
W2000D700H750SH350
回 ????
8板十引出し＋脚の机
杉
W2100D850H710
9板十引出し十脚の机座十アルミの椅子
W1800D700H710W500D530SH370-430
棒楢材アルミ漆
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